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か
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か
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狩野川増水時の避難所（令和元年10月12日沼津商業高校体育館）令和３年 7月の豪雨で一部沈下した黄瀬川大橋

　
令
和
６
年
１
月
１
日
、
石
川
県

能
登
地
方
を
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
・
６
の
巨
大
地
震
が
襲
い
ま
し

た
。最
大
震
度
７
の
揺
れ
に
よ
り
、

多
く
の
建
物
が
倒
壊
し
、
大
規
模

火
災
、
土
砂
崩
れ
、
津
波
を
引
き

起
こ
し
、
被
災
地
で
は
今
な
お
多

く
の
方
が
不
便
な
暮
ら
し
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
い
将
来
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震

に
よ
る
被
害
が
懸
念
さ
れ
て
い
る

静
岡
県
も
決
し
て
他
人
事
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
町
で
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な

ど
に
よ
る
内
水
被
害
が
毎
年
の
よ

う
に
発
生
し
て
お
り
、
黄
瀬
川
大

橋
が
一
部
崩
落
し
た
令
和
３
年
7

月
の
豪
雨
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ

ろ
で
す
。

　
し
か
し
、
自
然
災
害
は
事
前
の

備
え
が
あ
れ
ば
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
自
分
の
住
ん
で
い
る

地
域
に
ど
の
よ
う
な
危
険
が
あ
る

の
か
を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。
い
つ

大
災
害
に
襲
わ
れ
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
自
分
自
身
と
大
切
な
人
を

守
る
た
め
の
準
備
を
進
め
て
く
だ

さ
い
。
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災
害
へ
の
事
前
の
備
え
と
し
て
、

１　
情
報
収
集
を
し
よ
う

２　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
開
こ
う

３　
避
難
先
を
確
認
し
よ
う

４　
家
具
や
家
電
を
固
定
し
よ
う

５　
備
蓄
を
し
よ
う

の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
４
・
５
ペ

ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
能
登
半
島
地
震
の
犠
牲
者
の
多

く
が
建
物
倒
壊
に
よ
る
も
の
で

す
。
能
登
半
島
地
震
発
生
後
、
県

と
町
が
連
携
し
て
実
施
し
て
い
る

木
造
住
宅
耐
震
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉｰ

０ゼ
ロ
」
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
い
ま

す
。
令
和
7
年
度
末
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
終
了
す
る
た
め
、
お
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
制
度
の
概

要
は
６
・
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。
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川
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し
た
ら

す
ぐ
に
行
動
で
き
ま
す
か

迷
わ
ず
に
避
難
で
き
ま
す
か

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
ず

想
像
を
超
え
る
力
で
襲
っ
て
き
ま
す

し
か
し

被
害
を
小
さ
く
す
る
こ
と
は

で
き
ま
す

平
時
か
ら
備
え
て
お
く
こ
と
で

大
切
な
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を

家
族
を

守
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す

令和元年10月12日（徳倉橋付近）

すぐに危険な場所から離れ、安全な場所に避難しましょう

こんなときは急な大雨を降らす発達した積乱雲が近づいたサインです。
■自然災害の兆候を知っておこう

普段の徳倉橋付近の様子

一
人
一
人
の 

　
　

防
災
対
策

支
援
制
度
を
活
用
し
て

　
　

地
震
対
策

雷の音が聞こえてきた真っ黒い雲が近づいてきた
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情報の種類 主な入手先

町からの情報

■同報無線
■清水町防災アプリ�
　（右記２次元コードからダウンロードできます）
■同報無線音声自動応答サービス　☎ 055-973-0202
■町ホームページ　https://www.town.shimizu.shizuoka.jp/
■清水町公式 LINE（事前登録必要）アカウント名：＠ shimizu_town
■清水町防災緊急配信メール（事前登録必要）t-shimizu@sg-p.jp
■テレビｄボタン自治体広報情報（静岡朝日テレビ（5ch）データ放送）

河川の氾濫に
関する情報

■ SIPOS-RADAR（サイポスレーダー、右記２次元コードから閲覧できます）
■国土交通省　川の防災情報　https://www.river.go.jp/index　　など

iOS版 Android版

情報収集をしよう 災害時に必要な情報は、テレビ、同報無線、スマートフォンな
どから入手できます。自分に合った方法で情報を入手しましょう。

　住んでいる場所の災害リスクを確認し、避難する
必要があるのか確認しましょう。避難する必要があ
る場合は、避難先をあらかじめ決めておきましょう。
　自宅での安全が確保できる方は、リスクを負って
まで避難所に行く必要はありません。

清水町防災ハザードマップはこちら▲

ハザードマップを開こう

地震のときは命を守る行動を

●家族や身の回りの状況を確認
　�揺れがおさまったら、周囲の状況を確認し
て、落ち着いて行動する。

家族と話し合おう！
　�もしものときの集合場所、避難先、連絡
のとり方を家族で話し合っておきましょう。

●頭を守って安全確保
　�物が落ちてこない、倒れてこない場所に身
を隠して頭を守る。

●火災時は煙から逃げる
　�ハンカチなどで口、鼻をおおい、低姿勢で
煙を吸わないように移動する。

地震だ

揺れがおさまった

一人一人の 防災対策ーあなたと大切な人の命を守るー

詳細　役場 ３ 階　くらし安全課　防災対策係　☎ ９８１・８２０５

水害は水平避難・垂直避難

❸�水が引くまで避難でき、
食料などの備えが十分
水、食糧、薬等の確保が困難になる
ほか、電気、ガス、水道、トイレ等の
使用ができなくなるおそれがあります

❶�家屋倒壊等氾濫想定区
域に入っていない

❷浸水深より居室が高い

遠く

木造家屋は
倒壊するお
それがあり
ます。

高く

３つの条件が確認できれば浸水の危険があっても自宅に
とどまり安全を確保することも可能です。
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避難先を確認しよう
指定避難所 住所 該当地区
清水小学校 堂庭８７ 玉川・新宿・伏見
西小学校 長沢２２０ 八幡・長沢・本長沢・柿田
清水中学校 堂庭２６７ 堂庭・久米田・卸団地
南小学校 湯川１８２－１ 戸田・畑中・的場・湯川
沼津商業高校 徳倉１２０５ 上徳倉
南中学校 徳倉２２２２－４ 下徳倉・中徳倉・外原
町体育館 堂庭２８７－１ 帰宅困難者等

避難所に持っていった方がよいもの

いつ どこへ どうやって

例（洪水） 警報が出たら 親戚の家へ 祖父母と車で

□洪水

□土砂災害

□地震

　避難所では非常時のための食料や飲料水を備蓄し
ていますがその量には限りがあります。そのため、
水や食料は避難所生活が長期化する場合を除き、各
自で持参する必要があります。

避難するときの水等は自分で準備

こんなときどうしよう・・・
避難するとき、ペットはどうしたらいい？

ペットと一緒に同行避難することになります。5日分程度の水や食
料を持ち出せるようにしておきましょう。日頃からキャリーバッグや
ゲージに入ることに慣れさせておくことも大切です。

どのタイミングで、どこへ、どのように避難するかを家族で確認しよう。

備蓄をしよう

◀�備蓄品の準備につ
いてはこちら

普段から少し多めに買って、使った分を新しく買い足す「ローリング
ストック」がおすすめです。

・�費用、時間の面で、普段の買い物
の範囲でできる。
・�買い置きのスペースを少し増やすだけ
で済む。

ポ イ ン トここが

備蓄の目安=家族の人数×最低3日分

×３日分

※�洪水、浸水が想定される場合は、南小学校の該当地区
は清水中学校が避難先となります。

家具や家電を固定しよう 高齢者世帯等に対し、無料で家具転倒防止金具の取り付けを実施
しています。

取り付け費用

無料

◀�詳しくはこちら

その他、ラジオ、タオルケット、マスク、お薬手帳など

水 非常食 ヘルメット 懐中電灯

ローリング
ストック

●対象　高齢者世帯
　　　　障がい等のあるものを含む世帯
　　　　母子家庭世帯

●取り付け金具数
　　　　１世帯当たり家具４品まで
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町の支援制度を活用して 地震対策ーあなたの住まいは安全ですかー

詳細　役場別館　都市計画課　計画指導係　☎ ９８１・８２２５

木造住宅 耐震診断・改修補助

　耐震性の不足する住宅の建て替えや移転をする場
合の費用を補助します。
●対象となる木造住宅
　▷昭和 56年５月 31日以前に建築された住宅
　▷�耐震診断の結果、総合評点が 1.0 未満の住宅

木造住宅耐震 建て替え・移転 補助

●補助の対象　対象住宅の所有者等
●�補助額　
　�建て替えのための除却／除却費の 23％以内�上限 40万円
　�移転／移転に要する費用�上限10万円

2

　令和 6年能登半島地震では多くの建物が倒壊し、
甚大な被害をもたらしました。自然災害から命を守
るために、昭和56年以前に建築された旧耐震基準
の木造住宅は、耐震補強等の対策が必要です。

　「木造住宅の耐震診断をし
てみたい」という人は、町が
派遣する専門家による耐震診
断を無料で受けることができ
ます。申し込みは、窓口・電
話で受け付けています。

　耐震診断の結果、総合評
点が 1.0 未満の場合は、大
地震で倒壊する可能性があり
ます。診断書から建物の弱点
が見えてきますので、その弱
点を改善するための「耐震補
強工事」をご検討ください。

① まずは耐震診断！

② 評点が 1.0 未満の場合

　耐震評価点が1.0未満の木造住宅へのシェルター
および防災ベッドの設置費用を補助します。
●�補助額
　耐�震シェルター／工事費用6万2千円※１（設置に要す

る費用の2分の1以内）まで補助します。

　　　　※１65 歳以上の方のみの世帯のときは 12万 5千円

　防災ベッド／ 1基 20万円
　　　　　　　（購入に要する費用の2分の1以内）

3 木造住宅耐震
シェルター設置
防災ベッド購入 補助

●対象となる建物
　昭和56年５月31日以前に建築された建物
●�補助金の額　実際の額と町基準額のうち少な
い額の３分の２以内の額
� 上限　１棟200万円

木造以外の建物の耐震診断補助もあります

●対象となる木造住宅
　次のいずれにも該当する住宅
　▷昭和 56年５月 31日以前に建築された住宅
　▷�耐震診断の結果、総合評点が 1.0 未満で、改

修後 0.3 以上向上し 1.0 以上となる住宅

木造住宅耐震 改修補助の内容
check

●補助の対象　対象住宅の所有者等
●補助金の額　�補強計画の策定および耐震補強

工事に要する経費
　上限　１棟100万円（耐震補強工事費の８割を限度）

◀詳しくはこちら

１
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道路沿いの塀が倒れると、避難や救助の妨げと

なります。町の補助を活用してブロック塀の

撤去や改善をしませんか。

ブロック塀などの安全点検をしましょう

指定の道路に面する

ブロック塀の撤去や改善費用を補助します

●�補助対象物件　避難の際に使用する道路沿い※2
にあるブロックやれんが、石などで作られた塀

●�補助対象経費　ブロック塀などの除却・板塀な
どへの建て替えを行う工事に係る経費

●�補助額　
　�撤去工事／�実際の額と町基準額とで少ない額の

３分の２以内の額
　　　　　　　上限　１敷地26万6千円
　�改善工事／�実際の額と町基準額とで少ない額の

３分の１以内の額
　　　　　　　上限　１敷地16万6千円
※２�道路法第３条に規定する一般国道、県道、町道
に限る。

もう一度点検して安全を確認してみてください。
　下記の項目に１つでも「〇」が付かない項目があ
る場合は、速やかに専門家に相談し、撤去や改善を
検討してください。

　道路沿いにある塀が倒れると、通行人に危険がお
よぶほか、緊急車両の通行を妨げ、被害を拡大する
おそれがあります。
　「うちのブロック塀は大丈夫」と思っている方も、

◀詳しくはこちら

撤去費用

上限26万6千円

●鉄筋のあるブロックの場合
□�①塀の高さが地盤から2.2m以下になっている
□�②深さが 30㎝以上の基礎がある
□�③塀の厚さが10㎝以上ある（①が 2m以上は15㎝）
□�④3.4mごとに①の１／５以上の長さの控え壁がある
□�⑤塀に傾きやひび割れがない

●れんが・石・鉄筋のないブロックの場合
□�①塀の高さが地盤から1.2m以下になっている
□�②深さが 20㎝以上の基礎がある
□�③塀の高さの１／10以上の厚さがある
□�④４ｍごとに③の1.5倍以上の長さの控え壁がある
□�⑤塀に傾きやひび割れがない

全部〇が付きますか？�―あなたの家の塀の「安全点検チェック」―
check

4
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会場 柿田川ホーム （戸田）
いきいきクラブ

脳トレ・ロコモ体操・リハビリ体操などを通じて、
筋力アップや脳の活性化につなげます。

コース 期間

①第１・３火曜日コース ５月７日～２月１８日

②第２・４火曜日コース ５月１４日～２月2５日

●時間　９時30分～11時30分　　定員　各15人

☎973-8315（デイサービス）
受付時間　月～土　９時30分～16時
※送迎は要相談

申し込み

会場 れすぱいと （上徳倉）
みんな集まれ！元気館

●時間　９時30分～11時30分　　定員　各15人

申し込み

体操やヨガ・歌レクリエーションを中心に、体力強
化や脳の活性化に重点を置き、認知症予防に取り
組みます。

☎934-6611
受付時間　月～土　９時～16時
※送迎は要相談

コース 期間

①第１・３土曜日コース ５月４日～２月１５日

②第２・４土曜日コース ５月１１日～２月22日

会場 スポウエル健身塾サントムーン柿田川 （伏見）

若返りウォーキング教室

●時間　13時30分～15時　　定員　各８人

申し込み

独自のトレーニングマシンの使用で、バランス改善・柔軟性向上の効果により、姿勢よくケガのしにくい歩き
方を体得します。

☎976-3033　受付時間　月～金　９時～13時、16時～21時
　　　　　　　　　　　　　　　土　　　９時～18時

コース 期間

①第２・４火曜日コース ５月１４日～２月2５日

②第２・４水曜日コース ５月８日～２月2６日

コース 期間

③第２・４木曜日コース ５月９日～２月2７日

④第２・４金曜日コース ５月１０日～２月2８日

注意事項／
・年間約 20 回（月２回程度）の開催です。
・１人１コースのみ参加できます。

・�申込多数の場合は、年齢や身体状況等により、町で
参加者を決定させていただきます。
・�原則、申込後に別の事業所へ変更することはできません。
・�定員に対し、参加者が少ない場合には、教室を開催
できない場合があります。
・�感染症等の流行状況により、予定を変更する場合が
あります。

詳�細／�まほろば館内　健幸づくり課　けんしん指導係　�
☎９７１・５１５１

対 象／�町内在住で 65 歳以上の介護認定等を受け
ていない方

受 講 料／�無料（教室内容によって教材費などの自己
負担あり）

申し込み／�３月15日㈮までに各事業所に直接お申し込
みください。※先着順ではありません。

町では、介護を必要としない体づくりのために、運動教室を開催しています。

シニア世代の運動教室のご案内

広報しみず　2024. ３ 8



会場 希望のわだち柿田 （柿田）

はつらつ健康教室

●時間　13時30分～15時　　定員　10人

申し込み

頭の体操（読み書き・計算）、最新カラオケ機器を
使った健康体操を通じて、認知症の予防に取り組
みます。

☎972-8788　
受付時間　月～金　９時～17時

コース 期間

第２・４月曜日コース ５月１３日～２月2４日

会場 メディカルフィットネス エム （薬袋内科クリニック３階）
みない体操教室

●時間　13時50分～15時４0分　　定員　各1２人

申し込み

テーマは「いつまでも心身共に元気よく自分の足で歩
く」です。「身体を整える体操」、「楽しい歌で気分良
く行う貯筋運動」、「脳活運動」など、日常生活動作
に必要となる運動で生活体力の向上を目指します。

☎933-0158　
受付時間　月～水・金・土　
９時～12時　14時～17時

コース 期間

①Aコース　（火曜日） ５月７日～２月2５日

②Bコース　（火曜日） ５月１４日～２月１８日

③Cコース　（土曜日） ５月１８日～２月１５日

会場 フィットネスプラザスプラッシュ （堂庭　ホテル・エルムリージェンシー横）

元気わくわく体操

●定員　各２0人

申し込み

転倒を防ぐため、音楽に合わせてストレッチや有酸素運動・筋トレ・脳トレ等、元気でわくわく楽しくなる体操を行います。

☎976-9300　　受付時間　月～木・土・日　11時～18時　

コース 期間 時間

⑤第１・３木曜日コース ５月１６日～２月2０日
１０時～１2時

⑥第２・４木曜日コース ５月９日～２月2７日

コース 期間 時間

①第１・３月曜日コース ５月2０日～２月１７日

１３時～１５時
②第２・４月曜日コース ５月１３日～２月2４日

③�第１・３水曜日コース ５月１５日～２月１９日

④�第２・４水曜日コース ５月８日～２月2６日

会場 倶楽部デスポルチクラップス （的場）

コミスポ倶楽部

●時間　10時～1２時　　定員　各９人

申し込み

椅子に座ってのエクササイズや脳トレのほか、ト
レーニングマシンを使った体力の維持・向上を、
参加者同士の交流も深めながら行います。

☎960-9030　
受付時間　月・火・木・金　13時～17時

コース 期間

①第１・３火曜日コース ５月７日～２月１８日

②第２・４火曜日コース ５月１４日～２月2５日

③第１・３木曜日コース ５月１６日～２月2０日

元気なうちから３つの対策を日常生活
に取り入れましょう。フレイルを防ぎ、
介護リスクを遠ざける秘訣です。

フレイル予防で若返り
健康寿命を延ばす対策の3本柱
　１運動（身体活動）
　２栄養（食事・口腔）
　３社会参加（人とのつながり）

フレイルとは…加齢に伴い体や
心の働き、社会的なつながりが
弱くなった状態。健康と介護の
間のことを言います。
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交通死亡事故ゼロ連続 1500 日達成！

１月22日㈪　町長応接室

令和元年 11月 26日から令和６年１月４
日までの 1500 日間、町内での交通死亡事
故ゼロを達成し、県交通安全対策協議会会長
（県知事）から表彰を受けました。
これからも、交通死亡事故ゼロが連続
2000日となるように交通安全活動を継続し
ていきます。

いざというとき ペットと一緒に

いつまでもいい歯を保って健康に

１月22日㈪　町長応接室

１月18日㈭　町地域交流センター
大規模災害の発生に備えたペットの災害対
策研修会を開催しました。
参加者はペットの同行避難のポイントや避
難用品を準備すること、「待て」「お座り」「伏
せ」などの基本的動作（犬の場合）や、クレー
ト（ケージ）に慣れさせるなど、日ごろから
訓練することの大切さを学びました。
同行避難とは、飼い主とペットが安全な場
所まで一緒に避難することで、ペットは各地
区の避難場所の建物内には入れません。

80歳以上で自分の歯が 20本以上ある人
を対象にした県歯科医師会の「噛

か
むカムケア

8020コンクール」において、公益財団法人
8020推進財団理事長賞を松永武人様（中徳
倉）が受賞されました。　
松永様は「自分が小さいときは塩で歯磨き
をした。それが強い歯を作ったのかな。塩で
歯磨きしたと言うと孫に驚かれるんだけど
ね」と笑って話してくださいました。
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野球しようぜ！　大谷選手のグラブに子どもたち歓喜

１月31日㈬　清水小学校

心を鎮めて　坐禅会

子どもたちに野球を楽しんでもらおうと、
大谷翔平選手が全国の小学校に対して寄付し
たグラブが清水町にも届きました。
清水小学校では子どもたちが順番に手に取
り感嘆の声を上げました。野球チームに所属
している赤石澤曜さんは「（大谷選手から贈
られた）グラブを持って、とてもわくわくし
た。自分は野球が好き。これからも続けたい」
と話し、大谷選手の野球しようぜ！のメッ
セージをしっかりと受け止めていました。

１月24日㈬　清水小学校校庭

舞い上がる凧に願いを込めて

清水幼稚園の園児が正月遊びとして凧揚
げをしました。凧揚げが正月遊びとして定
着したのは、立春の季節に空を見上げるこ
とは健康に良いという言葉に由来している
そうです。また、子どもの健やかな成長を
願うものであるとも。元気に校庭を走り回
る園児は、明るい未来を象徴しているよう
で、健やかな成長を舞い上がる凧に願わず
にはいられませんでした。

１月24日㈬　清水幼稚園
園児が心を鎮め、集中力を高めるために座
禅に挑戦しました。今年で３回目となる座禅
会では、特に年長の園児が上手に瞑想に取り
組むことができ、成長が見られました。また、
初めて挑戦する年少の園児は、住職が警策を
持って園児の間を歩き始めると、何が起こる
のか興味津々な様子になりましたが、すぐに
真剣な顔に戻り、座禅に取り組むことができ
ました。
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町からのお知らせ

物
価
高
騰
対
策
生
活
支
援
事
業
に
つ
い
て

　
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
町
民

の
皆
さ
ま
の
生
活
支
援
の
た
め
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
有
し
て
い
る
方
な
ど

に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
配
布
対
象
で
あ
る
新
規
申
請

や
有
効
期
限
切
れ
・
紛
失
な
ど
に
よ
る
再

申
請
に
よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
申
請
期
限
を
３
月
31
日
㈰
ま
で
延
長
し

ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
や

申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お
早
め
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳�

細
／
役
場
３
階　
企
画
課　
企
画
調
整

係　
☎
９
８
１
・
８
２
７
９

３
月
の
役
場
の
休
日
開
庁
日

窓
口
開
庁
日
／
３
月
17
日
㈰
・
30
日
㈯

　
８
時
30
分
〜
12
時
30
分

開
庁
窓
口

住
民
課
／
☎
９
８
１
・
８
２
０
８

　
　
　
　
（
住
民
票
、
戸
籍
、
税
証
明
）

　
　
　
　
☎
９
８
１
・
８
２
０
９

　
　
　
　
（
国
民
健
康
保
険
）

税
務
課
／
☎
９
８
１
・
８
２
１
９

　
（
町
税
の
納
税
相
談
）※
17
日
㈰
の
み

※
対
応
で
き
な
い
業
務
も
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
頃
の
思
い
を
文
字
に
し
よ
う

「
わ
た
し
の
主
張
２
０
２
４
」
作
品
募
集
中

　
み
な
さ
ん
が
日
頃
、考
え
て
い
る
こ
と
、

思
っ
て
い
る
こ
と
を
文
章
に
し
て
伝
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

テ
ー
マ
／
自
由
記
述

字�

数
／
１
６
０
０
文
字
程
度

対�

象
／
町
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
方

申�

し
込
み
／
５
月
17
日
㈮
ま
で
に
、氏
名
、

年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
、
タ
イ
ト
ル
、

本
文
が
記
載
さ
れ
た
原
稿
を
左
記
窓
口

へ
直
接
ま
た
は
、
電
子
メ
ー
ル
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

そ�

の
他
／
応
募
し
て
い
た
だ
い
た
原
稿

は
、
主
催
者
が
書
類
審
査
を
し
、
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
冊

子
を
作
成
し
ま
す
。

詳�

細
／
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
内　
社
会

教
育
課　
社
会
教
育
推
進
係

　
☎
９
７
２
・
６
６
７
８

　
　

�shakai@
tow

n.shizuoka-
shim

izu.lg.jp

令
和
６
年
度
以
降
の
介
護
給
付
費
通
知
の

発
送
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　
介
護
保
険
認
定
者
に
対
し
、
前
年
度
１

年
間
に
利
用
さ
れ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
種

類
や
回
数
、
費
用
等
を
記
載
し
た
介
護
給

付
費
通
知
を
例
年
発
送
し
て
い
ま
し
た

が
、
令
和
６
年
度
か
ら
こ
の
通
知
の
発
送

を
行
わ
ず
、必
要
な
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

窓
口
に
て
個
別
に
対
応
し
ま
す
。

詳�

細
／
役
場
１
階　
福
祉
介
護
課　
介
護

保
険
係　
☎
９
８
１
・
８
２
１
３

▲�詳細はこちら

と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
税
金
を
納
期
限
内
に
納
め
な
い

と
き
に
は
、
納
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
の

日
ま
で
の
期
間
に
応
じ
、
延
滞
金
を
本
税

に
加
算
し
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

詳
細
／
役
場
２
階　
税
務
課　
収
納
係

　
☎
９
８
１
・
８
２
１
９

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

納
付
相
談
の
お
知
ら
せ

　
納
期
ご
と
の
納
付
が
困
難
な
方
や
滞
納

が
あ
る
方
は
、
必
ず
納
付
相
談
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

平
日
／
月
〜
金
曜
日（
祝
休
日
を
除
く
）

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

※
時
間
内
に
来
庁
で
き
な
い
方
は
、
下
記

へ
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

休
日
／
３
月
17
日
㈰

　
８
時
30
分
〜
12
時
30
分

※
原
則
、
毎
月
第
3
日
曜
日
に
納
付
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

税
金
を
納
期
限
内
に
納
め
な
い
方
に

は
、
督
促
状
や
催
告
書
を
発
送
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
納
付
が
な
い
と
き
は
、
財

産
調
査（
預
貯
金
や
給
料
な
ど
）を
行
っ
た

上
で
差
押
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
う
こ

外
来
種
か
ら
柿
田
川
を
守
ろ
う
！

　
柿
田
川
の
貴
重
な
生
態
系
を
脅
か
す
特

定
外
来
種（
植
物
）オ
オ
カ
ワ
ヂ
シ
ャ
な
ど

の
駆
除
作
業
を
行
い
ま
す
。

と
き
／
３
月
23
日
㈯　
９
時
〜
12
時

集
合
／
柿
田
川
公
園
駐
車
場

対
象
／
高
校
生
以
上
の
健
康
な
方

定
員
／
10
人（
先
着
順
）

※
作
業
が
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ

い（
当
日
は
胴
長（
ウ
ェ
ダ
ー
）を
貸
し

出
し
ま
す
）。

詳�

細
／
役
場
別
館　
都
市
計
画
課　
公
園

み
ど
り
係　
☎
９
８
１
・
８
２
２
４　

静岡朝日テレビ（SATV）のデータ放送
で、町からのお知らせを発信しています。

５
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町からのお知らせ

令
和
６
年
度
は
固
定
資
産
税
の
評
価
替
え

の
年
で
す

■
固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
と
は

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在

で
土
地
、
家
屋
お
よ
び
償
却
資
産
を
所
有

す
る
方
が
、
そ
の
資
産
の
価
格（
評
価
額
）

に
応
じ
て
納
め
る
税
金
で
す
。

　
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
は
、
資
産
の
価

格
変
動
に
対
応
し
た
均
衡
の
と
れ
た
適
正

な
価
格
と
す
る
た
め
、
３
年
に
１
度
、
見

直
し（
評
価
替
え
）が
行
わ
れ
ま
す
。

■
土
地

　
土
地
の
評
価
額
は
、
宅
地
・
田
・
畑
・

山
林
な
ど
の
用
途
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
た

方
法
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
宅
地
等
の
評
価
額
は
、
町
内
１
１
０
カ

所
の
基
準
と
な
る
宅
地
の
不
動
産
鑑
定
価

格
を
も
と
に
決
定
さ
れ
、
税
額
を
決
定
す

る
課
税
標
準
額
が
算
出
さ
れ
ま
す
。
算
出

さ
れ
た
課
税
標
準
額
が
、
前
年
の
課
税
標

準
額
を
上
回
る
場
合
に
は
、
税
額
の
急
な

増
加
を
防
ぐ
た
め
、
ゆ
る
や
か
に
増
加
す

る
措
置
が
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
家
屋

　
家
屋
の
評
価
額
は
、
評
価
対
象
の
家
屋

と
同
一
の
も
の
を
国
の
基
準
に
よ
り
新
築

し
た
場
合
に
か
か
る
建
築
費
を
基
準
に
し

て
算
出
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
既
存
家
屋
の
評
価
額
は
、
既
に

評
価
さ
れ
て
い
る
評
価
額
に
前
回
の
評
価

替
え
時
か
ら
の
建
築
物
価
の
変
動
お
よ
び

栄
養
士
を
募
集
し
ま
す

　
学
校
に
勤
務
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
職
種
／
学
校
栄
養
士

募
集
人
数
／
１
人

資�

格
／
管
理
栄
養
士
ま
た
は
栄
養
士

勤
務
地
／
町
内
小
中
学
校

勤�

務
日
／
週
5
日　
月
曜
日
〜
金
曜
日

勤�

務
時
間
／
８
時
〜
16
時
30
分
の
間
の
内

７
時
間
30
分

休
憩
時
間
／
45
分

給
与
／
時
給
１
２
１
２
円

賞�

与
／
あ
り（
期
末
、
勤
勉
）

手�

当
・
保
険
／
通
勤
手
当
、
健
康
保
険
、

厚
生
年
金
、
労
災
保
険

任��

用
期
間
／
４
月
１
日
〜
令
和
７
年
３
月

31
日（
条
件
付
き
で
契
約
更
新
あ
り
）

申�

し
込
み
／
履
歴
書
を
左
記
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

そ�

の
他
／
応
募
の
状
況
に
よ
っ
て
、
求
人

を
締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳�

細
／
役
場
２
階　
教
育
総
務
課　
学
校

教
育
係　
☎
９
８
１
・
８
２
２
１

新
規
就
農
者
研
修
農
園 

利
用
者
募
集

　
新
規
就
農
を
目
指
し
た
い
、
販
売
を
見

据
え
た
野
菜
栽
培
を
し
た
い
と
い
う
方
を

対
象
に
、
研
修
農
園
を
貸
し
出
し
ま
す
。

募�

集
区
画
数
／
柿
田
農
園
２
区
画

区�

画
の
広
さ
／
１
区
画
当
た
り
２
０
０
㎡

貸�

付
期
間
／
４
月
１
日
〜
令
和
８
年
３
月

31
日（
２
年
間
）

使�

用
料
／
年
間
２
万
円（
水
道
代
を
含
む
）

申�

込
資
格
／
町
内
在
住
で
町
税
な
ど
に
滞

納
が
な
く
、
適
切
に
農
園
を
管
理
で
き

る
方

申�

し
込
み
／
３
月
15
日
㈮
ま
で
に
申
込
用

紙
を
左
記
窓
口
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た

は
産
業
観
光
課
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。

�

審�

査
／
募
集
区
画
数
を
超
え
る
申
し
込
み

が
あ
っ
た
場
合
は
、
申
込
内
容
を
踏
ま

え
審
査
し
ま
す
。

詳�

細
／
役
場
２
階　
産
業
観
光
課　
産
業

振
興
係　
☎
９
８
１
・
８
２
３
９

　
　

�ch
iiki@

to
w
n
.sh
izu
o
ka-

shim
izu.lg.jp

建
築
後
の
経
過
年
数
に
よ
っ
て
生
じ
る
損

耗
に
よ
る
補
正
を
考
慮
し
て
３
年
ご
と
に

再
計
算
し
ま
す
。

■�

新
築
住
宅
の
減
額
措
置
の
期
限
切
れ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
左
記
の
住
宅
は
税
額
を
２
分
の
１
に
減

額
す
る「
新
築
住
宅
に
対
す
る
減
額
措
置
」

の
適
用
期
間
が
終
了
し
、
令
和
６
年
度
か

ら
本
来
の
税
額
に
戻
り
ま
す
。

・�

令
和
２
年
１
月
２
日
か
ら
令
和
３
年
１

月
１
日
ま
で
に
建
て
ら
れ
た
一
般
住
宅

・�

平
成
30
年
１
月
２
日
か
ら
平
成
31
年
１

月
１
日
ま
で
に
建
て
ら
れ
た
長
期
優
良

住
宅
の
認
定
を
受
け
た
住
宅

詳�

細
／
役
場
２
階　
税
務
課　
資
産
税
係　

☎
９
８
１
・
８
２
２
０　

不
用
品
活
用
バ
ン
ク

●
譲
り
ま
す
●

《
無
料
》
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
、
麻
雀

パ
イ
、
麻
雀
マ
ッ
ト
、
ア
ッ
プ
ラ

イ
ト
ピ
ア
ノ

●
譲
っ
て
く
だ
さ
い
●

 

《
無�

料
》
清
水
中
女
子
制
服（
夏
服
）、

自
転
車
、
介
護
用
オ
ム
ツ（
テ
ー
プ

付
き・
女
性
用
）、
尿
取
り
パ
ッ
ド

詳
細
／
役
場
２
階　
産
業
観
光
課　
協

働
ま
ち
づ
く
り
係　

　
☎
９
８
１
・
８
２
３
８
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町からのお知らせ

■
廃
止
の
主
な
意
見

・�

少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
参
加
す
る
方
も

集
め
る
方
も
負
担
が
大
き
い
。（
多
数
）

・�

積
極
的
に
参
加
す
る
人
が
い
な
い
。
ス

ポ
ー
ツ
が
好
き
な
子
は
習
い
事
を
し
て

い
る
た
め
土
日
は
難
し
い
。　
（
多
数
）

令
和
6
年
度
以
降
の
町
民
体
育
大
会
廃
止

に
つ
い
て
（
お
知
ら
せ
）

　
町
民
が
一
堂
に
会
し
、
各
地
区
対
抗
の

体
育
大
会
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
町
民

体
育
大
会
は
、
こ
こ
数
年
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
中
止
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
間
、
町
民
の
皆
さ
ま

や
各
地
区
、
各
種
団
体
な
ど
か
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
を
い
た
だ
き
、
町
で
は
ア
ン

ケ
ー
ト
等
を
実
施
し
、
今
後
の
町
民
体
育

大
会
の
在
り
方
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
12
月
に
開
催
し
た
清
水
町
ス

ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
に
お
い
て
、
町
民
体

育
大
会
の
今
後
の
実
施
に
つ
い
て
協
議
・

検
討
し
た
結
果
、
令
和
６
年
度
以
降
の
実

施
を
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
本
大
会
開
催
に
携
わ
っ
て
い

た
だ
い
た
町
民
お
よ
び
関
係
諸
団
体
の
皆

さ
ま
に
は
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

廃止
５９％継続

２３％

新イベント

１８％

町民体育大会実施についての
アンケート結果

■
継
続
の
主
な
意
見

・�

全
町
民
が
一
堂
に
集
ま
る
貴
重
な
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
場
で
あ
る
た
め
。（
多
数
）

・�

役
員
を
や
る
こ
と
で
長
年
の
伝
統
を
続

け
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
60
代
会
社
員
）

・�

地
域
の
公
助
の
活
動
と
し
て
何
ら
か
の

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
行
う
こ
と
が
必

要
。
区
民
大
会
は
廃
止
す
る
が
、
町
民

大
会
は
残
し
て
い
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
60
代
会
社
員
）

・�

中
学
生
や
小
学
生
は
と
て
も
参
加
し
た

が
っ
て
い
ま
し
た
。
面
倒
な
の
は
大
人

だ
け
で
、
大
人
の
都
合
だ
け
で
イ
ベ
ン

ト
を
無
く
す
の
は
ど
う
か
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
50
代
会
社
員
）

■
新
イ
ベ
ン
ト
の
主
な
意
見

・�

楽
し
み
に
し
て
い
る
役
員
や
子
ど
も
も

い
る
た
め
、
役
員
の
負
担
に
な
ら
な
い

形
を
希
望
す
る
。　
　
　
　
　
（
多
数
）

・�

暑
い
時
期
は
避
け
て
11
月
頃
開
催
し
て

ほ
し
い
。
子
ど
も
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト

や
食
べ
歩
き
な
ど
も
い
い
。　
（
多
数
）

・�

共
働
き
世
帯
が
多
い
。
違
う
形
に
し
て

ほ
し
い
。　
　
　
　
　
（
50
代
会
社
員
）

・�

町
民
が
触
れ
合
え
る
関
心
が
持
て
る
魅

力
的
行
事
が
あ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
60
代
）

詳�

細
／
ま
ほ
ろ
ば
館
内　
健
幸
づ
く
り
課　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係　

　
☎
９
８
１
・
８
２
０
６

4
月
1
日
か
ら
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

の
自
己
負
担
額
が
変
わ
り
ま
す

※�
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
詳
細
は
、

広
報
し
み
ず
４
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

詳���

細
／
ま
ほ
ろ
ば
館
内　
健
幸
づ
く
り
課

け
ん
し
ん
指
導
係　

�

☎
９
７
１
・
５
１
５
１

区分
国民健康保険加入者

※満20歳以上で国民健康保険税の
滞納のない方　

後期高齢者医療制度加入者
※後期高齢者医療保険料の滞納の

ない方

変更前 変更後 変更前 変更後

１日人間ドック 10,000 円 11,000 円 3,000 円 5,000 円

脳ドック 15,000 円 17,000 円 5,000 円 7,000 円

外
国
人
相
談
所
を
特
設
し
ま
す

と
き
／
3
月
30
日
㈯　
※
休
日
開
庁
日　

　
　
　
　
９
時
30
分
〜
12
時
30
分

と
こ
ろ
／
役
場
１
階　
住
民
ホ
ー
ル

詳�

細
／
役
場
２
階　
産
業
観
光
課　
協
働

ま
ち
づ
く
り
係　

　
☎
９
８
１
・
８
２
３
８

回答期間
令和５年10月２日～11月30日
回答数　721

狂
犬
病
予
防
注
射
の
実
施
に
つ
い
て

　
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
法
律
に
よ
り
、

毎
年
１
回
、
６
月
末
日
ま
で
に
接
種
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
か
か

り
つ
け
の
動
物
病
院
な
ど
で
接
種
し
て
く

だ
さ
い
。

　
動
物
病
院
に
よ
っ
て
は
狂
犬
病
予
防
注

射
済
票
が
交
付
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
役
場
で
交
付
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

※�

交
付
手
数
料
５
５
０
円
、
病
院
で
交
付

さ
れ
た
接
種
証
明
書
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

詳���

細
／
役
場
３
階　
く
ら
し
安
全
課　
生

活
環
境
係　
☎
９
８
１
・
８
２
１
６　
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有　料　広　告

地域経済の活性化と自主財源の確保のため、広報しみずに有料広告を掲載しています。

町からのお知らせ

※�

希
望
の
接
種
日
時
お
よ
び
接
種
場
所
に

つ
い
て
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
予

約
サ
イ
ト
に
て
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

転
入
さ
れ
た
方
は
、
接
種
券
の
発
行
に

申
請
が
必
要
で
す
。
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳���

細
／
ま
ほ
ろ
ば
館
内　
健
幸
づ
く
り
課

保
健
予
防
係　
☎
９
７
１
・
５
１
５
１

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種（
令
和
5
年

秋
開
始
接
種
）を
終
了
し
ま
す

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
３
月

末
で
、
公
費
で
の
接
種（
無
料
）が
終
了
し

ま
す
。

　
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
に
て
予
約
の
上
、
町
内
指
定
医
療

機
関
で
接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

12
歳
以
上
の
方
の
接
種

使�

用
ワ
ク
チ
ン
／
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
Ｘ
Ｂ
Ｂ

対
応
ワ
ク
チ
ン（
フ
ァ
イ
ザ
ー
ま
た
は

第
一
三
共
ワ
ク
チ
ン
）

接
種
場
所
／
町
内
指
定
医
療
機
関

※�
第
一
三
共
ワ
ク
チ
ン
は
追
加
接
種（
3

回
目
以
降
）の
方
の
み
薬
袋
内
科
ク
リ

ニ
ッ
ク（
徳
倉
）で
接
種
で
き
ま
す
。

小
児
接
種（
５
歳
～
11
歳
）�

乳
幼
児
接
種（
生
後
６
カ
月
～
４
歳
）

使�

用
ワ
ク
チ
ン
／
小
児
ま
た
は
乳
幼
児
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
Ｘ
Ｂ
Ｂ
対
応
ワ
ク
チ
ン

（
フ
ァ
イ
ザ
ー
）

接
種
場
所
／
ま
る
や
ま
小
児
科（
堂
庭
）

予
約
先
／

清
水
町
相
談
・
予
約
専
用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　

☎
０
５
７
０
・
０
２
５
６
７
１

W
e
b
予
約（
24
時
間
対
応
）

　

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す

　
眠
れ
な
い
、
気
分
が
落
ち
込
む
、
疲
れ

や
す
い
、
や
る
気
が
で
な
い
な
ど
で
お
悩

み
の
方
や
そ
の
ご
家
族
か
ら
の
相
談
に
精

神
科
認
定
看
護
師
が
応
じ
ま
す
。

　
ひ
と
り
で
悩
み
を
抱
え
込
ま
な
い
で
、

ま
ず
は
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
相
談
に

関
す
る
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

※�

精
神
科
認
定
看
護
師
と
は
、
精
神
科
の

優
れ
た
知
識
と
看
護
能
力
を
有
す
る
と

認
め
ら
れ
た
看
護
師
の
こ
と
で
す
。

と
き
／
３
月
27
日
㈬

　
①
９
時
〜
、
②
10
時
30
分
〜

※
相
談
時
間
は
１
回
１
時
間
以
内

※
要
予
約

と�
こ
ろ
／
役
場
１
階　
基
幹
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー

相
談
料
／
無
料

申�

し
込
み
／
開
催
日
の
２
日
前
ま
で
に
、

左
記
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

詳
細
／
役
場
１
階　
福
祉
介
護
課　
障
害

福
祉
係　
☎
９
８
１
・
８
２
０
４

▲予約サイト

住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
お
よ
び
低

所
得
者
の
子
育
て
世
帯
に
対
し
給
付
金
を

支
給
し
ま
す

　
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
に
対

す
る
給
付
金

対
象
世
帯
／
12
月
１
日
に
町
に
住
民
登
録

が
あ
り
、
世
帯
全
員
の
令
和
５
年
度
住

民
税
所
得
割
が
課
せ
ら
れ
て
い
な
い
者

の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯（
住
民
税
非

課
税
世
帯
は
除
く
）。

給
付
額
／
１
世
帯
当
た
り
10
万
円

　
低
所
得
者
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る

加
算
給
付
金

対
象
世
帯
／
12
月
１
日
に
町
に
住
民
登
録

が
あ
り
、
平
成
17
年
４
月
２
日
生
ま
れ

以
降
の
児
童
が
い
る
令
和
５
年
度
住
民

税
非
課
税
世
帯
お
よ
び
住
民
税
均
等
割

の
み
課
税
世
帯

給
付
額
／
児
童
１
人
当
た
り
５
万
円

◎
共
通
事
項

手
続
方
法
等
／
対
象
世
帯
に
は
３
月
下
旬

頃
か
ら
ご
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

※�

本
給
付
金
は
国
の
方
針
で
実
施
す
る
も

の
で
あ
り
、
課
税
者
の
扶
養
と
な
っ
て

い
る
世
帯
な
ど
は
対
象
外
の
た
め
、
過

去
の
給
付
金
を
受
給
し
て
い
て
も
、
支

給
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

詳
細
／
役
場
１
階　
福
祉
介
護
課　
地
域

福
祉
係　
☎
９
８
１
・
８
２
０
７

広報しみず　2024. ３15



みんなの掲示板 みんなの掲示板

　
「
浜
名
湖
花
博
」
20
周
年
を
記
念
し
て
、

浜
名
湖
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
ク
と
は
ま
ま
つ
フ

ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
の
２
つ
の
会
場
で
、「
浜

名
湖
花
博
２
０
２
４
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
ネ
モ
フ
ィ
ラ
、バ
ラ
、

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
な
ど
多
種
多
様
な
満
開
の

花
々
が
会
場
を
彩
り
、
プ
ロ
の
ガ
ー
デ
ン

デ
ザ
イ
ナ
ー
が
監
修
し
た
庭
園
に
加
え
、

先
端
技
術
を
駆
使
し
た
デ
ジ
タ
ル
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
、
静
岡
県
食
材
の
グ
ル
メ
な
ど

特
別
な
魅
力
が
満
載
で
す
。

　

い
つ
も
と
違
う
感
動
が
い
っ
ぱ
い
の

「
浜
名
湖
花
博
２
０
２
４
」
に
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

詳
細
／
浜
名
湖
花
博
20
周
年
記
念
事
業
実

行
委
員
会

　
☎
０
５
３
・
４
８
２
・
７
３
５
０

　
食
事
を
と
も
に
し
な
が
ら
、
ひ
と
と
き

を
過
ご
す
み
ん
な
の
居
場
所
で
す
。
偶
数

月
の
第
２
土
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。

と
き
／
４
月
13
日
㈯　

　
　
　
11
時
30
分
〜
13
時
30
分

と
こ
ろ
／
町
福
祉
セ
ン
タ
ー　
１
階
食
堂

費
用
／
子
ど
も
無
料　
大
人
３
０
０
円

※
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

詳
細
／

　
☎
０
９
０
・
９
１
９
６
・
０
４
６
８（
進
藤
）

　
☎
０
８
０
・
６
９
１
８
・
７
２
３
８（
雑
賀
）

柿
田
川
わ
く
わ
く
食
堂
の
ご
案
内

　
こ
ど
も
食
堂
と
は
一
人
で
食
事
し
た
り

家
庭
の
事
情
で
食
事
が
で
き
な
か
っ
た
り

す
る
子
ど
も
向
け
に
無
料
で
食
事
を
提
供

す
る
食
堂
で
す
。

※
ア
レ
ル
ギ
ー
を
お
持
ち
の
方
は
必
ず
保

護
者
の
同
伴
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き
／
４
月
６
日
㈯　
11
時
〜

と
こ
ろ
／
柿
田
区
公
民
館

詳
細
／
代
表　
久
保
田　

　
☎
０
９
０
・
４
２
３
７
・
3
２
２
０

柿
田
こ
ど
も
食
堂
の
ご
案
内

　
在
宅
で
介
護
さ
れ
て
い
る
方
の
集
ま
り

で
す
。
家
族
の
介
護
に
悩
ん
で
い
る
、
介

護
し
て
い
る
方
同
士
の
仲
間
が
ほ
し
い
な

ど
介
護
に
関
す
る
情
報
交
換
・
介
護
者
同

士
の
交
流
の
場
と
し
て
毎
月
第
３
木
曜
日

の
午
後
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

と�

き
／
３
月
14
日
㈭　
13
時
30
分
〜
15
時

と
こ
ろ
／
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階　
会
議

室
①

●�

３
月
の
テ
ー
マ
「
ヨ
ガ
」

詳
細
／
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
☎
９
８
１
・
１
６
７
５　

在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
受
講
生
募
集

　
厚
生
労
働
省
全
国
統
一
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

で
行
わ
れ
る
講
座
で
す
。
手
話
を
学
び
な

が
ら
耳
の
聞
こ
え
な
い
方
へ
の
理
解
を
深

め
ま
し
ょ
う
。

と�

き
／
5
月
7
日
〜
令
和
7
年
3
月
11
日

毎
週
火
曜
日
19
時
〜
21
時（
年
末
年
始

を
除
く
）

※�

7
月
7
日
㈰
、
令
和
7
年
2
月
2
日
㈰

の
10
時
〜
16
時
に
別
途
講
義
あ
り
。

と
こ
ろ
／
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

対�
象
／
町
内
在
住
、
在
勤
の
高
校
生
以
上

定�
員
／
20
人（
先
着
順
）

受�

講
料
／
無
料（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代

４
２
９
０
円
、
動
画
視
聴
代
１
７
６
０

円
は
自
己
負
担
）

そ�

の
他
／
動
画
配
信
の
視
聴
が
あ
る
た
め

家
庭
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
整
っ

て
い
る
こ
と

申
し
込
み
／
３
月
29
日
㈮
ま
で
に
電
話
で　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
所
定
の
日
数
を
受
講
し
た
方
に
は
修
了

証
を
お
渡
し
し
ま
す
。

詳
細
／
清
水
町
社
会
福
祉
協
議
会　

　
☎
９
８
１
・
１
６
６
５　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、地
域
住
民
の
方
、

認
知
症
に
対
し
て
不
安
が
あ
る
方
や
そ
の

家
族
、医
療
介
護
な
ど
の
専
門
職
が
集
い
、

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
話
を
し
た
り
相
談
し

た
り
す
る
交
流
の
場
で
す
。
予
約
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

と
き
／
３
月
22
日
㈮　
13
時
30
分
〜
15
時

と
こ
ろ
／
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階　
多
目

的
ホ
ー
ル

持
ち
物
／
飲
み
物
ま
た
は
お
茶
代（
２
０

０
円
）

詳
細
／
清
水
町
社
会
福
祉
協
議
会　

　
☎
９
８
１
・
１
６
６
５　

日
本
の
春
は
浜
名
湖
か
ら
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有　料　広　告

地域経済の活性化と自主財源の確保のため、広報しみずに有料広告を掲載しています。

みんなの掲示板 みんなの掲示板

　
総
務
省
で
は
、
統
計
の
重
要
性
に
対
す

る
国
民
の
関
心
と
理
解
を
深
め
、
統
計
調

査
に
対
す
る
国
民
の
よ
り
一
層
の
協
力
を

い
た
だ
け
る
よ
う
「
統
計
の
日（
10
月
18

日
）」
の
ポ
ス
タ
ー
等
広
告
媒
体
に
活
用

す
る
標
語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
部
門
／

　
・
小
学
生
の
部
…
小
学
校
の
児
童

　
・
中
学
生
の
部
…
中
学
校
の
生
徒

　
・
高
校
生
の
部
…
高
等
学
校
の
生
徒

　
・
一
般
の
部
…�

右
記
以
外
の
学
生
お
よ

び
一
般
の
方

応
募
方
法
／

　
①
部
門
、②
お
住
ま
い
の
都
道
府
県
名
、

③
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
④
所
属
・
学
校
名

（
学
年
）、
⑤
電
話
番
号
、
⑥
標
語（
１
人

５
作
品
ま
で
）を
明
記
の
上
、
総
務
省
政

策
統
括
官
室
へ
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
郵
送

に
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
一
般
の
部
で
は
④
は
記
載
不
要
で
す
。

応
募
期
限
／
３
月
31
日
㈰
ま
で

詳�

細
／
総
務
省
政
策
統
括
官
付
統
計
企
画

管
理
官
室
地
方
統
計
機
構
担
当

　
☎
０
３
・
５
２
７
３
・
１
１
４
４

　
　

�toukeinohi@
soum

u.go.jp

　

�

〒
１
６
２
‐
８
６
６
８　
東
京
都
新
宿

区
若
松
町
19
‐
１

統
計
の
日（
10
月
18
日
）の
標
語
を
募
集

し
て
い
ま
す

と�

き
／
４
月
〜
９
月　
第
１
・
３
・
５
土

曜
日　

全
12
回（
日
程
は
教
室
要
項
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。）

時
間
／
9
時
〜
11
時

と
こ
ろ
／
町
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

対
象
／
小
学
生
〜
一
般
の
方

定
員
／
80
人（
先
着
順
）

受
講
料
／
４
０
０
０
円

申
込
期
間
／
３
月
５
日
㈫
〜

※
定
員
に
達
し
た
時
点
で
終
了

申
し
込
み
／
所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
受
講
料
を
添
え
て
町
体
育

館
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
／
柿
田
川
す
こ
や
か
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ（
町
体
育
館
内
）

　
☎
９
７
１
・
０
１
６
０

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

前
期
ホ
ッ
ケ
ー
教
室　

参
加
者
募
集

　
沼
津
市
水
道
部
で
は
、
水
道
水
の
水
質

管
理
の
指
針
や
水
質
検
査
の
場
所
、
項
目

お
よ
び
頻
度
な
ど
を
記
載
し
た
「
令
和
６

年
度
水
質
検
査
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　
計
画
は
、
沼
津
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
左
記
窓
口
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

詳
細
／
沼
津
市
水
道
部　
庁
舎
２
階　
水

道
部　
上
水
道
工
務
課　
送
水
係

　
☎
９
３
４
・
４
８
５
９

沼
津
市
水
道
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
家
族
で
楽
し
む
子
育
て
オ
ー
プ
ン
カ

フ
ェ
」
を
開
催
し
ま
す

と
き
／
3
月
20
日
㈷　
10
時
〜
13
時
頃

と
こ
ろ
／
沼
津
友
の
家（
中
徳
倉
6
‐
6
）

内�

容
／

◆�

シ
ー
ル
ラ
リ
ー
で
め
ぐ
る
暮
ら
し
の
ヒ

ン
ト
、
工
作
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な

ど（
参
加
賞
あ
り
）

◆�

お
楽
し
み
軽
食（
予
約
制
）

◆�

飲
み
物
・
手
作
り
お
菓
子（
予
約
制
）

対
象
／
小
学
生
以
下
の
親
子
※
託
児
あ
り

（
無
料
予
約
制
）

参
加
費
／
無
料

※�

事
前
予
約
が
必
要
な
コ
ー
ナ
を
希
望
す

る
方
は
、
お
楽
し
み
軽
食
1
食
５
０
０

円
、
飲
み
物
・
手
作
り
お
菓
子
1
セ
ッ

ト
２
０
０
円
が
別
途
か
か
り
ま
す
。

※�

シ
ー
ル
ラ
リ
ー
の
み
の
参
加
も
可

申
込
期
限
／
3
月
13
日
㈬
12
時
ま
で

申�

し
込
み
／
二
次
元
コ
ー
ド
、
ま
た
は
電

子
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

詳
細
／
間
宮

　
☎
０
９
０
・
４
６
１
７
・
５
５
９
２

　
　

�m
a1229.kazue@

gm
ail.com

▲�申し込みは
こちらから
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有　料　広　告

地域経済の活性化と自主財源の確保のため、広報しみずに有料広告を掲載しています。

消防団通信 Vol．１１7

清水町からは清風隊が発表‼
　静岡県消防協会駿東支部は、消
防団員の団結と士気の高揚を図る
とともに、広く消防団の意義を知
っていただくことを目的に、隔年
で消防団員意見発表会を開催して
います。
　３市３町で構成される駿東支部
の意見発表会が３月11日に町地
域交流センターで開催され、各市
町の代表が、消防に関する思いを
発表します。
　清水町からは、入団２年目の女
性消防団「清風隊」の渡部碧唯隊
員が「私の目からみた“消防団”」
について発表します。毎回、熱の
入る意見発表会ですが、今年はさ
らに真剣な思いが発表される事と
思います。
　

消防団員募集中

　対象は町内在住または在勤の
18歳以上の方です。お気軽にお
問い合わせください。

詳細／役場３階　くらし安全課
　　　防災対策係　☎９８１・８２０５

機
器
を
使
用
す
る
。

・�

火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
定
期
的
に
点
検
し
、
10

年
を
目
安
に
交
換
す
る
。

・�

火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
部
屋
を

整
理
整
頓
し
、
寝
具
、
衣
類
お
よ
び

カ
ー
テ
ン
は
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

・�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

消
火
器
等
を
設
置
し
、
使
い
方
を
確
認

し
て
お
く
。

・�
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
は
、

避
難
経
路
と
避
難
方
法
を
常
に
確
保
し
、

備
え
て
お
く
。

・�

防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸
別
訪
問
な

ど
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
火
対
策
を
行
う
。

詳�

細
／
駿
東
伊
豆
消
防
本
部
第
一
方
面
本
部　

☎
９
３
５
・
５
１
１
９

　
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
３
月
１
日

㈮
か
ら
７
日
㈭
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
時
季
は
、
空
気
の
乾
燥
や
強
風

に
よ
り
火
災
の
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
。

日
頃
か
ら
「
火
の
用
心
」
を
心
掛
け
、
火

災
の
発
生
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
▼
４
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ
な
い
。

・�

ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い
。

・�

こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ
ば
を
離

れ
な
い
。

・�

コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、
不

必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

▼
６
つ
の
対
策

・�

火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
ス
ト
ー

ブ
や
こ
ん
ろ
等
は
安
全
装
置
の
付
い
た

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す

　「
火
を
消
し
て
　
不
安
を
消
し
て
　
つ
な
ぐ
未
来
」

住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る
１０
の
ポ
イ
ン
ト

最
下
流
か
ら
最
上
流
ま
で
１・
２
ｋｍ
、

柿
田
川
流
域
の
豊
か
な
生
態
系
を
観
察
し

ま
し
ょ
う
。

と
き
／
４
月
７
日
㈰　
９
時
30
分
〜
12
時

（
小
雨
決
行
）

集
合
場
所
／
清
水
町
役
場
前

参
加
費
／
1
組
３
０
０
円（
資
料
・
傷
害

保
険
代
と
し
て
）

持
ち
物
／
ノ
ー
ト
、
筆
記
用
具
、
帽
子
、

日
焼
け
止
め
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
あ

れ
ば
双
眼
鏡
、
図
鑑

詳
細
／
柿
田
川
み
ど
り
の
ト
ラ
ス
ト

　
☎
９
７
５
・
５
４
５
４（
漆
畑
）

柿
田
川　

春
の
自
然
観
察
会
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『ここがいちばんすきだから』（絵本）
　文・絵／デイヴィッド･ウォーカー　訳／福本友美子（岩崎書店）
　ウサギの僕が、もし自分と違う僕になれるなら、何になったらいい
かな？そんな子どもの好奇心や素朴な気持ちをほのぼのと描いた絵本
です。

３

♬３月の休館日と開館時間
日 月 火 水 木 金 土

1 2
３ ４ ５ 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

■ 休館日　■ ９時〜 17 時　
■ ９時〜 19 時

図書館通信

まほろば館内　町図書館　
☎ 973・0351
開館時間：
火～金曜日
…9:00 ～ 19:00
土曜日・日曜日・祝日
…9:00 ～ 17:00
休館日：月曜日・月末整理日等

●新着図書紹介　その他の新着情報はホームページをご覧ください。

月のプレイガイド

清水中学校
ゆ う す い ギ ャ ラ リ ー

町地域交流センター
１階ロビー

南中学校
アートロード

町防災センター
エントランス

ＪＡふじ伊豆
清水支店

３月10日㈰
まで

色鉛筆教室
色鉛筆作品展

古都真由美
オイルパステル展

日大三島高校写真部
写真展

桑原幸代
写真展

絵画愛好家
絵画作品展

３月12日㈫
▼

    ３1日㈰
日大三島高校写真部

写真展
七宝焼クラブ
作品展

桑原幸代
写真展

絵画愛好家
絵画作品展

沼津商業高校
町内店舗ポスター展

★一般書
　『商い同心～人情そろばん御用帖』（小説）著／梶よう子（実業之日本社）
　北町奉行所の澤本神人は、江戸市中の物価が適正かどうかを取り締
まる商い同心。そろばんと人情の謎解きで、庶民の暮らしを守り抜き
ます。
『続きと始まり』（小説）著／柴崎友香（集英社）
　平成の大震災、令和のコロナ禍を経て、それぞれの地で暮らす男女
３人の日々を粛々と描いた小説。誰にも同じように通り過ぎたはずの
あの月日…。

★児童書
『おやすみまくら』（絵本）絵／牧野千穂　文／斉藤倫（小学館）
　夜になっても全く眠れない猫のこねんこさん。部屋の窓からまある
いアヒルがやって来ると、いつの間にか夢の世界を飛び回って…。こ
ねんこさんの夢の冒険を描いた絵本です。

●町地域交流センター・町図書館 詳細／社会教育課　☎９7２・６６7８　町図書館　☎９7３・０３５１
日 時間・ところ 内容

１日㈮
▼
2８日㈭

９：00～閉館時刻
町図書館

「SDGs」をテーマにした本の展示と貸出
▶�３月17日は、「みんなで考えるSDGsの日」です。私たちが、この地球で暮らし続
けられる持続可能な世界について考えてみませんか。今月は、「SDGs」に関する
各種書籍を展示します。

２日㈯
1４：３0～15：３0
町図書館
おはなしのへや

おはなしのいずみ［今月の絵本は「未来」］【ミニクラフト】おひなさま
▶小学生までの子どもたちを対象にした絵本の読み聞かせとミニクラフト
　※参加無料　

2８日㈭
10：３0～11：00
町図書館
おはなしのへや

おはなしの玉手箱［今月の絵本は「おはな」］
▶乳幼児・未就学児を対象とした読み聞かせと保健師・栄養士からのおはなし
　※参加無料

４月６日㈯
1４：３0～15：３0
町図書館
おはなしのへや

おはなしのいずみ［今月の絵本は「図書館」］【30ぷんアニメ】レオ・レオニ　５つの名作集
▶小学生までの子どもたちを対象にした絵本の読み聞かせと30ぷんアニメ
　※参加無料

●町全体が美術館
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サントムーン柿田川２階　☎972・2712
休館日：毎週水曜日・12月29日〜翌年1月3日
利用時間：10時〜11時30分、13時〜1４時30分、
　　　　　15時〜1６時30分

●子育て総合支援センター　ひまわり

★お話し会★
　と　き／４月20日㈯　1４時〜1４時30分
　・ お話しクックの方が絵本や紙芝居の読み聞かせを

行います。
　※申し込み不要ですので、お気軽にご参加ください。

●こども交流館

★子育て講座★　
「親子で一緒に楽しむヨガ」
　と　き／４月1８日㈭　10時10分〜11時10分
　対　象／首すわり～３歳までの子とその保護者
　講　師／三浦　春菜さん
　持ち物／ヨガマット（バスタオルでも可）・飲み物
　※動きやすい服装でお越しください。
　※当日参加可能ですのでお気軽にご参加ください。
　※講座の時間帯のみ広場内の遊びに制限があります。

サントムーン柿田川２階　☎981・7700
休館日：毎週水曜日・12月29日〜翌年1月3日
開館時間：10時〜12時、13時〜17時

３ 月の子育て支援カレンダー
●幼稚園・保育所

清水幼稚園☎975・2494　　北幼稚園☎975・7325　　南幼稚園☎931・0299　　西幼稚園☎973・2320
清水保育所☎975・8935　　南保育所☎932・5016　　
しいの木保育園☎933・4123　　恵明キッズローズビレッジ☎943・5519　　すこやか保育園☎971・7600
地域親子ふれあいランド　カンガルーサロン（こども未来課　子育て支援係）☎981・8215

※ 役場 2 階こども未来課☎ 981・8227 に子育てコンシェルジュがいますのでお気軽にご相談ください。
※子育て相談は各施設で行っています。

日 とき ところ 内容 要予約

８日㈮
10：00～11：３0 町福祉センター

多目的ホール
地域親子ふれあいランド　カンガルーサロン
「子育てサロンやワークショップなど」� ×

10：00～11：00 北幼・南幼・西幼・清水幼 ようちえんであそぼうよ！「園庭開放」 ×

11日㈪ 10：３0～11：３0　 恵明キッズローズビレッジ ローズ「おたのしみ会」　　　 〇

1４日㈭ 10：00～11：00 南保育所 おおきくなったね　お楽しみ誕生会（身体測定）　　　〇

15日㈮ 10：３0～ しいの木保育園 どんぐりひろば「誕生会とおみせやさんごっこ」 〇

1８日㈪ 10：00～10：４0　　　　　　しいの木保育園 どんぐりひろば「リトミック」 〇

毎日 ９：３0～12：00
1３：00～16：00 すこやか保育園 はぐくみ　３月製作「手形足型」 ×

※天候等により中止となる場合がありますので、各施設にお問い合わせください。
※要予約のものは、各施設にお問い合わせください。※町立幼稚園への車での来園は、ご遠慮ください。
※町立幼稚園の年間予定は「わ to わ」インスタグラムから確認できます。
※年度末による閉館日などは、各施設にお問い合わせください。 わ toわインスタグラム▶

※ 子育て支援センターおよび子ども交流館は、感染対策上必要な消毒時間を設定しています。
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日　時 対�象�者 内�容�・�注�意�事�項

成 人 健 康
栄 養 相 談

2７日㈬
９:３0～11:３0
1３:３0～15:３0

一般成人
※栄養相談は要予約

▶ 保健師による血圧・体組成測定、尿検査、健康相談、
骨の強さ測定（手首の骨でセルフチェック）、みそ汁
の塩分濃度測定、握力測定

▶ 栄養士による高血圧、糖尿病、食生活などの相談

乳 幼 児
健 康 相 談

８日㈮
22日㈮

９:３0～11:00 乳幼児とその保護者
▶ 身体計測、育児・授乳・子どもの食事相談（予約制）
　持ち物／母子健康手帳・バスタオル
　※個別相談を希望される方は事前に町保健センターへ
ご連絡ください。

こ ど も の
発 達 相 談

２日㈯
９:３0～11:４5 幼児期の子どもの発達

について心配のある方
▶ 心理士などによる発達・心理の相談
　※事前に町保健センターへご連絡ください。（予約制）1３日㈬

1４日㈭ ９:３0～11:00

ことばの相談
15日㈮
22日㈮

９:00～15:３0 幼児期の子どもの言葉
について心配のある方

▶ 言語聴覚士による発音・吃音などことばの相談
　※事前に町保健センターへご連絡ください。（予約制）

後 期 離 乳 食
講 習 会

７日㈭ 1３:00～1４:３0
生後７カ月～１歳頃
の保護者
（母子健康手帳アプリから予約制）

▶ 栄養士による２～３回食頃の離乳食の講話と実演
持ち物／母子健康手帳、筆記用具

　※赤ちゃんと参加の場合は抱っこ紐やその他必要な物

町内交通事故発生件数（1月 31 日現在）　人身事故 1４ 件（− ２）　死者０人（０）　傷者 ２0 人（＋１）　件数は当年累計の速報値　（　）内は昨年比

３ 月の相談日
●保健センター まほろば館内　健幸づくり課　保健予防係　☎971・5151

●役場・福祉センター
項　目 相談日 時　間 場　所

行政・人権相談
☎ 981-8238 11日㈪ 10：00～12：00

1３：00～15：00 役　場

無 料 法 律 相 談
要電話予約

☎ 981-8238
21日㈭ 10：00～12：00

1３：00～15：00 役　場

交 通 事 故 相 談
☎ 981-8217

2７日
(第4水曜日)

10：00～12：00
1３：00～15：00 役　場

消 費 生 活 相 談
☎ 981-8238

月〜金曜日
※祝休日を除く ９：00～16：00 役　場

項　目 相談日 時　間 場　所
教 育 相 談
☎ 973-6122

月〜金曜日
※祝休日を除く ９：00～16：00 役　場

多重債務解決無料相談
要電話予約

☎ 981-8219
21日

(第3木曜日) 1４：00～1７：00 役　場

福 祉 総 合 相 談
☎ 981-1665

月〜金曜日
※祝休日を除く ９：00～16：00 福　祉センター

外 国 人 生 活 相 談
☎ 981-8238

1７日㈰ ９：３0～12：３0

役　場2７日㈬ ９：３0～12：00
1３：00～1４：３0

３0日㈯ ９：３0～12：３0

※�保健センターは３月２日㈯が開所日、３月４日㈪は休所日となります。また来月は、４月６日㈯が開所日、４月８日㈪が休所日とな
ります。

謹んでご冥福をお祈りいたします。

秋
あき
　山
やま
　修
しゅう
　司

じ
　様 (79) 戸　田 秋

あき
　山
やま
　道
みち
　由
よし
　様 (84) 中徳倉 工

く
　藤
どう
　清
きよ
　子

こ
　様 (84) 畑　中

小
こ
　林
ばやし
　　守

まもる
　　様 (81) 長　沢 坂

さか
　本
もと
　初
はつ
　代

よ
　様 (95) 徳　倉 清

し
　水
みず
　利
とし
　美

み
　様 (88) 八　幡

須
す
　田

だ
　ノリ子

こ
　様 (94) 新　宿 髙

たか
　嶋
しま
　米
よね
　子

こ
　様 (83) 伏　見 名

な
　倉
ぐら
　松
まつ
　雄

お
　様 (90) 徳　倉

堀
ほり
　井

い
　美
よし
　枝

え
　様 (95) 徳　倉 森

もり
　﨑
さき
　善
よし
　洋
ひろ
　様 (76) 伏　見 渡

わた
　邊
なべ
　昌
しょう
　次

じ
　様　(87) 中徳倉

※ 1月１日〜 1月 ３1 日に火葬場使用料補助金を申請され、ご承諾いただいた方を 50音順に掲載しています。

松
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沼津夜間救急医療センター
（外科・内科・小児科）

☎０５５‐９２６‐８６９９
平日 20時30分〜翌朝７時　土・日・祝休日 18時〜翌朝７時

！救急協力医は変更になることがありますので、事前に電話で確認してください。
救急協力医テレホンサービス　☎０５５‐９５８‐０１１９

外科 平日 17 時〜 21 時 土曜 12 時〜 18 時 内科 平日 17 時〜 21 時 土曜 12 時〜 18 時 小児科 平日 17 時〜 21 時 土曜 12 時〜 18 時
日曜・祝休日  8 時〜 18 時 日曜・祝休日  8 時〜 18 時 日曜・祝休日  8 時〜 18 時

21㈭ 池田病院 986-1212 長◯◯ 本宿 かとう内科医院 946-5562 沼◯◯ 大岡 大橋内科･小児科 992-2800 裾◯◯ 佐野

22㈮ 五十嵐ｸﾘﾆｯｸ 934-6700 沼◯◯ 志下 大庭ｸﾘﾆｯｸ 995-1123 裾◯◯ 佐野 白十字小児科 933-5111 沼◯◯ 下香貫馬場

23㈯ 西方外科 921-1333 沼◯◯ 共栄町 望星第一ｸﾘﾆｯｸ 922-0222 沼◯◯ 柳町 みらいえ 924-1111 沼◯◯ 高島本町

24㈰ えがわ医院 921-5148 沼◯◯ 高島本町 髙遠ｸﾘﾆｯｸ 926-8739 沼◯◯ 東椎路 西村医院 971-6510 長◯◯ 下土狩

鈴木(州)医院 993-0430 裾◯◯ 佐野 あめみや内科 935-1159 沼◯◯ 吉田町 �

� 鈴木(州)医院 993-0430 裾◯◯ 佐野 �

25㈪ 大沢ハートｸﾘﾆｯｸ 929-1313 沼◯◯ 若葉町 勝呂医院 962-3083 沼◯◯ 千本中町 よざ小児科 967-5722 沼◯◯ 原

26㈫ 東医院 921-5520 沼◯◯ 高沢町 おぐち医院 992-6611 裾◯◯ 深良 三島メディカル
(※)18時～ 972-0711 三◯◯ 南本町

27㈬ おおしろｸﾘﾆｯｸ 976-0027 清◯◯ 堂庭 やぐちｸﾘﾆｯｸ 973-3811 清◯◯ 伏見 田中医院 921-2053 沼◯◯ 高島町

28㈭ 池田病院 986-1212 長◯◯ 本宿 きせがわ病院 952-8600 沼◯◯ 大岡 白十字小児科 933-5111 沼◯◯ 下香貫馬場

29㈮ 沼津整形 921-3791 沼◯◯ 共栄町 スマイリーｸﾘﾆｯｸ 957-2510 長◯◯ 中土狩 まるやま小児科 981-8577 清◯◯ 堂庭

30㈯ 関外科 921-2185 沼◯◯ 花園町 エイル裾野ｸﾘﾆｯｸ 955-5088 裾◯◯ 岩波 杉谷小児科 923-6543 沼◯◯ 筒井町

31㈰ 山本整形外科 989-8111 長◯◯ 南一色 べっく･ｸﾘﾆｯｸ 921-1300 沼◯◯ 西沢田 みらいえ 924-1111 沼◯◯ 高島本町

遠藤医院 997-0533 裾◯◯ 葛山 山本整形外科 989-8111 長◯◯ 南一色 �

� 遠藤医院 997-0533 裾◯◯ 葛山 �

� � �

耳鼻科 8 時〜 17 時 眼 科 8 時〜 17 時 産婦人科 8 時〜 17 時 歯 科 9 時〜 15 時

３㈰ サイラｸﾘﾆｯｸ
９３５−１１３３ 沼◯◯ 市場町 関眼科胃腸科

９７５−２３８１ 三◯◯ 東本町 いながきレディース
９２６−１７０９ 沼◯◯ 宮前町 中原歯科医院

９９３−３３００ 裾◯◯ 佐野

10㈰ 三島中央病院
９７１−４１３３ 三◯◯ 緑町 本多眼科

９３１−１５１９ 沼◯◯ 御幸町 市立病院
９２４−５１００ 沼◯◯ 東椎路 中里歯科医院

９７６−１８１８ 清◯◯ 伏見

17㈰ つりた耳鼻咽喉科
９２７−３３８７ 沼◯◯ 宮前町 木村眼科

９６７−４６１１ 沼◯◯ 原 聖隷沼津
９５２−１０００ 沼◯◯ 松下 新美歯科オーラルケア

９８８−８２３９ 長◯◯ 下土狩

20㈷ 本橋耳鼻咽喉科
９７２−１１３３ 三◯◯ 東本町 中ノ森眼科

９２１−３２１７ 沼◯◯ 緑ヶ丘 島田産婦人科
９７２−６１００ 清◯◯ 伏見 西島歯科医院

９８８−３１６２ 長◯◯ 納米里

24㈰ さわだの森耳鼻咽喉科
９２９−８７８７ 沼◯◯ 西沢田 静岡医療センター

９７５−２０００ 清◯◯ 長沢 岩端医院
９６２−１３６８ 沼◯◯ 大手町 服部歯科医院

９９２−００１１ 裾◯◯ 佐野

31㈰ かみで耳鼻咽喉科
０５４５−５３−３３２１ 富◯◯ 伝法 吉村眼科内科

９８４−１３３３ 三◯◯ 長伏 ごとうレディース
９９２−７１１１ 裾◯◯ 伊豆島田 スルガ平デンタルｸﾘﾆｯｸ

９８８−０１２０ 長◯◯ 東野

　清◯◯ 清水町　長◯◯ 長泉町　沼◯◯ 沼津市　三◯◯ 三島市　裾◯◯ 裾野市　富◯◯ 富士市　

広報しみず　2024. ３ 22



３
〈市外局番は０５５〉月の救急協力医

外科 平日 17 時〜 21 時 土曜 12 時〜 18 時 内科 平日 17 時〜 21 時 土曜 12 時〜 18 時 小児科 平日 17 時〜 21 時 土曜 12 時〜 18 時
日曜・祝休日  8 時〜 18 時 日曜・祝休日  8 時〜 18 時 日曜・祝休日  8 時〜 18 時

1㈮ 関外科 921-2185 沼◯◯ 花園町 いしざき脳神経内科 989-1919 長◯◯ 納米里 よざ小児科 967-5722 沼◯◯ 原

2㈯ 池田病院 986-1212 長◯◯ 本宿 とりいｸﾘﾆｯｸ 960-8007 沼◯◯ 杉崎町 光ヶ丘小児科 987-2200 三◯◯ 光ヶ丘

3㈰ 田中ｸﾘﾆｯｸ 992-1881 裾◯◯ 伊豆島田 小野医院 951-6213 沼◯◯ 真砂町 田中医院 921-2053 沼◯◯ 高島町

五十嵐ｸﾘﾆｯｸ 934-6700 沼◯◯ 志下 花ｸﾘﾆｯｸ 987-9145 長◯◯ 下土狩 �

� 田中ｸﾘﾆｯｸ 992-1881 裾◯◯ 伊豆島田 �

4㈪ 田沢医院 962-1205 沼◯◯ 大手町 杉山(茂)医院 992-0028 裾◯◯ 平松 みらいえ 924-1111 沼◯◯ 高島本町

5㈫ 清水館医院 993-2323 裾◯◯ 茶畑 清水館医院 993-2323 裾◯◯ 茶畑 三島メディカル
(※)18時～ 972-0711 三◯◯ 南本町

6㈬ さくら胃腸科 994-1008 裾◯◯ 御宿 旭医院 966-0031 沼◯◯ 原 杉谷小児科 923-6543 沼◯◯ 筒井町

7㈭ 池田病院 986-1212 長◯◯ 本宿 青沼ｸﾘﾆｯｸ 929-6205 沼◯◯ 大岡 白十字小児科 933-5111 沼◯◯ 下香貫馬場

8㈮ 山本整形外科 989-8111 長◯◯ 南一色 森医院 966-2017 沼◯◯ 石川 すずきﾌｧﾐﾘｰ 960-0333 沼◯◯ 一本松

9㈯ 聖隷沼津 952-1000 沼◯◯ 松下 沼津リハﾋ リ゙ﾃーｼｮン 931-1911 沼◯◯ 上香貫蔓陀ヶ原まるやま小児科 981-8577 清◯◯ 堂庭

10㈰ 関外科 921-2185 沼◯◯ 花園町 あきやまｸﾘﾆｯｸ 986-6000 長◯◯ 下土狩 杉谷小児科 923-6543 沼◯◯ 筒井町

守重医院 931-2511 沼◯◯ 我入道江川 森岡医院 962-1084 沼◯◯ 大岡 �

� 大橋内科･小児科 992-2800 裾◯◯ 佐野 �

11㈪ 西方外科 921-1333 沼◯◯ 共栄町 岩渕内科医院 951-4579 沼◯◯ 添地町 スキップこども 992-6303 裾◯◯ 茶畑

12㈫ ひがしおかｸﾘﾆｯｸ 941-8269 清◯◯ 柿田 小林(今沢)医院 966-7700 沼◯◯ 今沢 よざ小児科 967-5722 沼◯◯ 原

13㈬ ふじわらｸﾘﾆｯｸ 924-8777 沼◯◯ 寿町 高田ｸﾘﾆｯｸ 962-1410 沼◯◯ 仲町 田中医院 921-2053 沼◯◯ 高島町

14㈭ 池田病院 986-1212 長◯◯ 本宿 小林(米山町)医院 921-2165 沼◯◯ 米山町 西村医院 971-6510 長◯◯ 下土狩

15㈮ 酒井医院 966-1755 沼◯◯ 今沢 林(秀)医院 931-1120 沼◯◯ 住吉町 みらいえ 924-1111 沼◯◯ 高島本町

16㈯ 池田病院 986-1212 長◯◯ 本宿 池田病院 986-1212 長◯◯ 本宿 ウィンザーｸﾘﾆｯｸ  050-3145-1236 三◯◯ 谷田

17㈰ 遠藤ｸﾘﾆｯｸ 975-8801 清◯◯ 久米田 柿田川医院 973-3601 清◯◯ 柿田 スキップこども 992-6303 裾◯◯ 茶畑

さとやま整形外科内科 939-8031 沼◯◯ 東原 さとやま整形外科内科 939-8031 沼◯◯ 東原 �

� 裾野赤十字 992-0008 裾◯◯ 佐野 �

18㈪ 沼津大山ｸﾘﾆｯｸ 954-2274 沼◯◯ 大手町 清流ｸﾘﾆｯｸ 941-8688 清◯◯ 堂庭 すずきﾌｧﾐﾘｰ 960-0333 沼◯◯ 一本松

19㈫ こんどうｸﾘﾆｯｸ 925-2420 沼◯◯ 岡宮 杉山(和)医院 972-3223 清◯◯ 伏見 三島メディカル
(※)18時～ 972-0711 三◯◯ 南本町

20㈷ 駿東整形 922-8855 沼◯◯ 高沢町 稲玉ｸﾘﾆｯｸ 991-5111 清◯◯ 伏見 まるやま小児科 981-8577 清◯◯ 堂庭

まのｸﾘﾆｯｸ 935-1515 沼◯◯ 下香貫塩満 沼津はまゆう病院 963-4114 沼◯◯ 錦町 �

� 高桑医院 997-0486 裾◯◯ 岩波 �

広報しみず　2024. ３23



発
行
・
編
集
／
清
水
町　
企
画
課　
☎
九
八
一
‐
八
二
三
四

〒
四
一
一
‐
八
六
五
〇　
静
岡
県
駿
東
郡
清
水
町
堂
庭
二
一
〇
番
地
の
一　

印
刷
／
大
和
印
刷
株
式
会
社

広
報
し
み
ず
　
三
月
号�

（
第
一
〇
六
六
号
）

1月30日（火）に実施した３歳児健診に参加した
お子さんにご協力いただきました。

工藤 凛ちゃん
／徳倉

く　どう りん

山本 壮真くん
／久米田

やま もと そう　ま

 

菅原 暖くん
／中徳倉

すが わら はる

望月 萌々子ちゃん
／堂庭

もち づき も　も　こ

室伏 柊介くん
／中徳倉

むろ ふし しゅう すけ

み
んなで取り組む

詳細／役場２階　教育総務課　教育推進係　☎９８１・８２２１

清水小学校6年生

わたしたちの総合計画
未来の清水町を「より◯◯な町へ！」

　清水小学校 6 年生が「総合的な学習の時間」の課
題として「わたしたちの総合計画」に取り組んでい
ます。町の総合計画をもとに、子どもならではの視
点で「こんな町にしたい！」と提案を一人一人考え
ています。
　1 月 26 日には、役場の職員を交えてのグループ
討議の中で、自分の提案について考えを深めました。
総合的な学習の時間を通して、子どもたちは町の一
員としての自覚と思いを膨らめています。
　今後、小学校での「総合的な学習の時間」の集大
成として、町長、教育長に提言することを目指して
います。


